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❖ 出欠はプラザ事務局でも、メール返信でも 

❖ 会費納入は同窓会室でも、クラブでも、理事手渡しでも 

総会のご案内と一緒にお届けする出欠葉書は、5月22日（水）までにご投函ください。郵便局を通さ

なければ、手数料だけで葉書が再利用できます。下記でも受け付けておりますので宜しくお願いいたし

ます。 

① 元気プラザ事務室の同窓会レターボックスに入れる。 

② 会費入金窓口が開く５月２0日（月）、21日（火）、22日（水）に会費と一緒に提出する。 

③ このNews配信メールに、必要事項を書いて返信する。 

   ※ 必要事項 ➡ 氏名 住所 

総会の出欠 （欠席の場合は議決権の委任者も ⇒ 議長、会長等） 

           交流会の参加・不参加 （参加費3,000円は当日受付にて支払い） 

会費も郵便振り込みでなければ手数料が活動費として使用できます。以下の方法でも受け付けており

ますので、できる方はこちらでお願いいたします。議案書同封の振込用紙に記入してお持ちください。 

① 下記の日程にて、狭山元気プラザ・エントランス（１階正面入り口）に入金窓口を開設い

たします。時間は10時より15時までです。どうぞご利用ください。出欠連絡も同時に受

け付けております。 

５月20日（月）・21日（火）・22日（水） 10：00～15：00 

② 理事や協力して頂ける会員のいるクラブでは、例会等の時に受け付けます。声がかかった

時にはご協力をお願いいたします。 

③ 下記理事に直接手渡しでも納入できます。 

鵜沢 佳子  岸田 英俊  黒川 昭  佐原 貴美子  佐藤 咲子 

高橋 徳子  千葉 良秋   西村 廣一  松本 功  矢馳 一郎 

出欠連絡、会費納入方法 

今年は下記のように、定期総会と交流会を行います。５月13日の理事会後、議案書、会報、会費納入

用振込用紙等の入った封筒を、理事による配布、または郵送にてお届けします。中に入っている出欠葉書

で、総会の出欠、交流会の出欠をお知らせください。 

記 

10：30～ 第11回定期総会 … 中央公民館第１ホール（3階） 

12：00～ 交流会 … 割烹喜代川（入間川３-23−６）3,000円 



 

理事会報告 
第 56回臨時理事会 2024年４月 15日 

新旧理事が顔を合わせて開かれた臨時理事会は、総会に向けての準備が主な議題でした。黒川会長よ

り、「本年度も、『よく遊び、良く学び』、心豊かな生活を送れるようにしたい、会員同士の繋がりをより

深くしていきたいとの思いで事業計画を立てた」ことが話されました。また、市民交流センターのコミュ

ニティホールは諸々の費用がかさむため、本年度は３階の中央公民館第１ホールで行うこととしました。

交流会もそのままホールでは行えないので、入間川の「割烹 喜代川」で行います。 

春のお花見会の反省では、桜の花は咲いていなかったが楽しかった、これからも集う場所を提供出来た

ら良い等の意見が出されました。 

楽友会主催                     佐藤咲子氏 

４月２６日（金）２時より、中

央公民館第５学習室で、「現代社

会での女性の活躍を応援する」

と題して、佐藤咲子さんの埼玉

県荻野吟子賞、大賞受賞記念講

演会が開かれました。 

６０人定員の会場いっぱいに

人が集まり、受賞祝賀セレモニ 

ーから始まりました。小谷野市長から佐藤さんに花束が渡され、祝辞を頂きます。続いて、佐藤さんの

体験から作られた紙芝居「四十五年分の涙」（中村ルミ子さん制作）が披露されました。語り掛けるよ

うな小川さんの声で、会場は次第にお話の中に引き込まれていきます。大きな拍手で終わった後は、い

よいよ佐藤さんの講演です。東京オリンピックのあった1964年に両親を殺され、耳も心も閉じて生き

てきたと言います。2度目のオリンピックをこの目で見られるとは思わなかった、コロナ禍での開催で

命を考えさせられるオリンピックだったと……。当時犯罪被害者への法整備も無く、名前を変えて生き

た時期もあったこと、周りの支援を受けて克服、その後犯罪被害者等を支援する活動を始めたことなど

が語られました。2010年には故郷岩手でも講演を行い、「亡き両親への最高の親孝行ができた」と話

します。「犯罪被害を自分事として考えて欲しい、人と人との繋がりが犯罪被害者の心の傷をいやしま

す」と話が結ばれました。周りの人すべてに感謝の心を持って接する佐藤さんの姿勢が印象的でした。 

 続いて、狭山市男女共同参画センター桜井主査の講話がありました。「共同参画とは、男女平等とい

うよりは、男性も女性も一緒に社会活動に参加していくという積極的な意味が込められている」とのこ

とで、国の現状、狭山市の現状について多くの資料を基に話されました。 

挨拶をする黒川会長 笑顔で花束贈呈 佐藤さんの半生を描いた紙芝居 狭山市の現状は？ 


